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 要　　旨
　2008（平成20）年3月に新学習指導要領の改訂が告示されてから、道徳教育の充実が大きなテーマに
なり、第二次安倍内閣の教育再生実行会議の第１提言では、いじめ問題等の対応のために、道徳の教
科化が提案され、教科化の動きが加速した。この時点で各方面から指摘された課題や問題点を省察し、
2015（平成27）年3月に学習指導要領の一部改訂の告示が公示され、「特別の教科　道徳」が生まれるこ
ととなった。その動きを振り返り、これからの道徳教育はどうあるべきかについて論じた。
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Ⅰ．はじめに
　初等、中等教育において道徳教育が教科化され、
教科書も準備されるという状況が出てきた中で、
これまで道徳教育に携わってきた教師達が今後ど
のような対応をすべきか、これから教員を目指す学
生達に向けてどのような指導を行うべきか、探求
すべき課題は多い。
　道徳の教科化が進んだ背景の一つには、学校現
場での対応が追いついていないようにみえる「いじ
め問題」などがある。その背景には、子ども一人一
人のこころの問題だけでは律しきれない、家庭の
問題を含む社会的な課題も複雑に絡んできている
と思われる。しかし、道徳の教科化導入の経緯か
らして、「特別の教科　道徳」によって、こうした課
題の解決ができると期待されてもいるだろう。
　このような視点からも、教科化された道徳の授
業を充実させ、子ども達の成長に資する内容にまで
高めることが出来るかどうかが、今後を方向付ける
であろう。

　本稿では、まず次章で道徳教育の教科化への動
きを振り返り、次に3章で長野県道徳教育学会がこ
れまでどのように初等・中等の道徳教育に取り組ん
で来たかを、具体例を交えてまとめる。その後4章
では、これからの道徳教育について、どのような内
容やそれを現実化するための教育手法が求められ
るのかについて考察する。最後に全体をまとめ、今
後の方向性に言及する。その後、謝辞を述べ、参考
文献をリストアップする。

Ⅱ．�道徳教育　教科化への動き
　教科化への動きを、教育再生会議や中央教育審
議会の活動を中心にして、その概要を下記表1にま
とめている。

1．�教育再生会議、中央教育審議会
　2006（平成18）年10月10日に、二十一世紀にふさ
わしい教育体制を構築し、教育の再生を図ってい
くとの目的で、第一次安倍内閣に設置された教育

表1　道徳教育　教科化への軌跡

2006（平成18）年10月10日、第一次安倍内閣で教育再生会議設置。
　　　　　　　　二十一世紀にふさわしい教育体制を構築し、教育の再生を図る目的
2006（平成18）年12月15日に、教育基本法が改正される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育の目的を「人格の完成」として強調。
2007（平成19）年6月1日、教育再生会議の第二次報告書発表。
　　　　　　　　　　「�徳育を教科化し、現在の『道徳の時間』よりも指導内容、教材を充実させる」
　　　　　　　�三次の報告では、さらに踏み込み「徳育を『教科』とし、感動を与える教科書を作る」と

し、「徳育を『新たな枠組み』により教科化し、年間を通じて指導する」と続く。
　　　　　　　�しかし、中央教育審議会は、検定教科書や成績をつけることはなじまないと判断し、実

現には至らなかった。
2008（平成20）年3月28日、新学習指導要領を告示。改訂の目玉は「道徳教育の充実」。
2013（平成�25）年2月26日、第二次安倍内閣の教育再生実行会議の第一次提言で、いじめ問題等への対

応等で「道徳の時間」を教科化することを再度提案。
2013（平成�25）年12月26日、文部科学省の有識者会議「道徳教育の充実に関する懇談会」から「今後の

道徳教育の改善・充実方策について」という報告書。小中学校の「道徳の時間」を正式の教科
として位置づけるように提言。

2014（平�26）年10月21日、�中央教育審議会「道徳に係る教育課程の改善等について」を答申。道徳の時間
について「特別の教科　道徳」として制度上位置付け。

2015（平成�27）年3月27日�に、学校教育法施行規則の改正。小学校・中学校・特別支援校の学習指導要
領の一部改訂の告示が公示。

2015（平成27）年4月1日、改訂学習指導要領は実施可能となる。
2018（平成30）年4月1日から、小学校にて全面実施。
2019（平成31）年4月1日から、中学校にて全面実施。
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再生会議がある。2007（平成19）年6月1日の第二
次の報告書には、「徳育を教科化し、現在の『道徳
の時間』よりも指導内容、教材を充実させる」の文
言が急に発表され、物議を醸し始めた。第三次の
報告では、さらに踏み込んで「徳育を『教科』とし、
感動を与える教科書を作る」3）とある。さらに、「徳
育を『新たな枠組み』により教科化し、年間を通じ
て指導する」3）と続く。しかし、中央教育審議会は、
道徳教育に検定教科書を指定したり、成績をつけ
たりすることはなじまないと判断し、実現には至ら
なかった。
　そして、第二次安倍内閣の教育再生実行会議で
は、2013（平成25）年2月26日の第一次提言におい
て、いじめ問題等への対応に向けて、道徳教育の
充実を掲げ、6年前に実現しなかった前掲の「道徳
の時間」を教科化することを再度提案するに至っ
た4）。この提言を受けて、教育界はもちろん、子ども
の健全育成に関わる団体や行政でも、「道徳の教
科化」が話題になった。賛成・反対、あるいは慎重
論もでていた。それぞれの主張に基づいて、議論
が進むのはいいことだが、まだ十分議論が煮詰ま
らないうちに、結論を急ごうという傾向も見えてき
た。
　2013（平成25）年12月26日、文部科学省の有識
者会議「道徳教育の充実に関する懇談会」では、
「今後の道徳教育の改善・充実方策について」5）と
いう報告書をまとめ、下村博文文科大臣に提出し
た。報告書には、小・中学校の「道徳の時間」を正
式の教科として位置づけるように提言している5）。

2．「特別の教科　道徳」の全面実施へ
　前掲の有識者会議の提言もあって、2014（平成
26）年10月21日の中央教育審議会の「道徳に係る
教育課程の改善等について」の答申で、道徳の時
間について「特別の教科　道徳」として制度上位
置付けられた。
　道徳教育の抜本的な改善に向けて、学習指導要
領の道徳教育の目標、内容の明確化・体系化を図
るとされ、「指導方法の工夫」「生徒の評価の在り
方」「検定教科書の導入」「教員の指導力向上方
策」「学校と家庭や地域との連携強化の在り方」な
ど、道徳教育の改善・充実に向けて必要な事項が
示された6）。
　それを受けて、2015（平成27）年3月27日に、学
校教育法施行規則の改正があり、小学校・中学
校・特別支援校の学習指導要領の一部改訂の告

示が公示された。この中で「特別の教科　道徳」
の目標は、『よりよく生きるための基盤となる道徳性
を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、
自己を見つめ、物事を（広い視野から）多面的・多
角的に考え、自己の生き方（人間としての生き方）
についての考えを深める学習を通して、道徳的な判
断力、心情、実践意欲と態度を育てる』（括弧は中
学校）7）である。この改訂学習指導要領は、2015
（平成27）年4月1日より実施可能となり、小学校は、
2018（平成30）年4月1日から、中学校は、2019（平
成31）年4月1日から全面実施されることになる。

Ⅲ．�長野県道徳教育学会の対応
　筆者が現在長野県道徳教育学会の副会長の任
にあるということから、こうした動きに対して学会
がどのような対応をとろうとしてきたのかを概観し
ておく。

1．�新学習指導要領に対応した要としての「道
徳の時間」

　2008（平成20）年3月28日に告示された新学習
指導要領の目玉はなんといっても「道徳教育の充
実」である。これを契機に、長野県道徳教育学会
は、今まで40年余にもわたって取り組んできた成果
や課題をふまえ、今後を見通して、道徳教育全体の
あり方を押さえつつ、「道徳の時間」について実践
的に研究し、深めあう集団として、事業を見直し、
子ども達が人間として正しく逞しく生きようとする力
を育てるための活動を追求した。そこで、「道徳の
時間」を真に有効な時間とするために、何をしてい
かなければならないのかを、問い直すところから始
めた。
　もとより「道徳の時間」は、望ましい行為ができ、
人間らしく生きる「道徳性」を養うことを目標にし
ている。それは人格形成にかかわる大事な部分で
ある。2006（平成18）年12月15日に改正された教育
基本法では、教育の目的を「人格の完成」として強
調している。その人格を形成する最もベースになる
のが、道徳性だといってもいい。その道徳性を、学
校教育の中で、計画的・発展的に指導するのが道
徳教育である。
　そこで学会では、教科・各領域との関連を図りな
がら、道徳性の育成を根幹にすえて、幅広く学校の
教育課程全体の中で、恒常的・意図的に「価値の
自覚」にかかわる活動や授業を進めていく必要が
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あると考えたのである。
　新学習指導要領では、道徳教育は「道徳の時
間」を要として、学校の教育活動全体を通じて行う
ものであることを、従来の学習指導要領よりさらに
明確に示している。要としての「道徳の時間」に、
ねらいや道徳的価値の様相に角度づけた授業を進
めていくのはもちろんだが、2008（平成20）年度の
長野県道徳教育学会のテーマ「喜びを持って、自
らの生き方を求めていく」にあるように、価値の自
覚につながる満足感のある授業や、活動との連携
指導を工夫し、生き方につながる授業を創っていく
ことを求めたのである。

2．�新学習指導要領に対応した道徳教育の実
践に向けて

　松本地区において、いくつかの道徳の授業を参
観した。
（a）�松本市M中学校の例　−内容項目2の⑥「感

謝」−
　松本市のM中学校では、新学習指導要領の改訂
で新たに付け加えられた内容項目2の⑥「感謝」を
取り上げ、3年生の授業を公開した（資料1参照）。
生徒の実態にそった自作資料だったこともあり、登
場人物に寄せて、自分の体験を語る場面が続いた。
自分の体験や行為に基づいて語ることで、自分自
身の生き方を見つめ直し、価値の自覚を深めること
になったと思っている。友に支えられて生きている
ことの実感が、感謝につながっている。3年生の開
かれたクラスに、発達に応じた考えの深さがある授
業となった。普段からの継続的な道徳の授業の成
果と、担任と生徒の信頼関係を感じさせた。
（b）�学会での夏期研修会の開催　−話し合い−
　実は、この授業に至るまでに、松本市周辺の道
徳教育学会の有志で、夏休みに泊まりの夏期研修
会を行っていた。資料分析を通しての話し合いでは、
前述のM中学校の先生から、指導内容にあわせて、
授業の構想を複数提案していただいた。新しく指
導内容に加わる「感謝」の扱いから、生徒の心を
揺さぶる資料の可能性、教材化を検討した。
　また、A中学校の先生からは、指導内容2の③
「友情の尊さ」についての指導案が提示され、主
眼に沿って、資料分析と展開の検討をした。資料分
析や資料の扱い、中心発問、展開等を考えあう中
で見えてくるものがある。迷いも出る。必ずしも結
論が出るわけではないが、授業者にとって、少しで
も参考になる方向が出てくることが重要である。

　泊まりの研修会は、時間にとらわれず、自由に話
し合える点に意義がある。少なからず道徳教育に
関心がある仲間が、個々の課題や悩みを出し合い、
積極的に関わり合う中で、仲間の支えや励まし、貴
重な意見があって、一歩が踏み出せる。共同で研究
しあう時間の良さは、教師としての内的成長を含め、
人とのつながりにある。これも「道徳の時間」の充
実につながる大事なものである。
　こうした研修の成果が、前述のM中学での公開
授業の自作資料となっていた。
（c）�学会での夏期研修会の開催　−学び合い−
　研修会では、吉岡正幸先生の「子どもと道徳」の
読み合わせもした。吉岡先生は、同著の中で、「道
徳の指導は、子どもたちの道徳的自覚を深めること
にある。道徳性を深化させることにある。道徳の時
間における指導は、その道徳性（道徳的な態度・道
徳の実施を可能にする性向・能力）を深化させよう
とするところに直接の目的がある。」1）と述べてい
る。また「子どもの道徳性に注目し、道徳にどのよ
うに対するか、道徳をどのように受け止めるか、そ
の瞬間に焦点をあて、道徳の指導を考える。道徳の
指導の根本は、そこからであり、そこへである。」2）

との考えを基礎に置いている。その具体的な実践
の中身についても学ぶべき点がたくさんある。

3．�「道徳の時間」の改善に向けた学会での活動
　道徳の時間の目標は、道徳的実践力を育成する
ことにある。道徳的価値の自覚を深めることに加え、
自己の生き方についての考えを深めることも、2008
（平成20）年3月28日に改訂された新学習指導要領
の中にある。具体的には、自分の生活を見つめ、自
分自身を知り、課題に気づき、自己の成長を実感さ
せる展開を考えていくことである。それには、何より
も道徳の時間を確実に行うことを前提にし、教科
等で行う道徳教育と関連させ、統合・深化する時間
でありたい。
　不易と流行は、「道徳の時間」の中にもある。先
輩の先生方の実践の不変なものに学びながら、
「楽しい道徳の授業」を目指して、いろんな進め
方・深め方をみんなで考え合い、試行錯誤していく
こともいい。また、長野県道徳教育学会の進める研
究の機会を活用して、内容理解を深めたり、生徒の
実態にあった資料の選択や開発に努めていく必要
もある。県下の各支部でも、同好の仲間を増やし、
道徳教育の果たす意味を改めて認識し合い、お互
いに力量を高めあっていきたい。さらに長野県道徳
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教育学会の一員として、支部の活動を通して、本学
会の発展にも努めていきたい。

Ⅳ．これからの道徳教育
　これまで、文部行政の側からの動き、長野県道
徳教育学会の対応などをみてきたが、この章では、
道徳教育が教科化されたことに伴って、今後どのよ
うに対応すべきであるかについて言及する。

1．�今の道徳教育で、何が課題なのか
　「道徳教育の充実に関する懇談会」の「今の道
徳教育の改善・充実方策について（報告）」2013 
（平成25）年12月26日では、「教科化」に向けた今
の道徳教育の課題が次のようにまとめられている
（下記表2参照）。
　また、一部には「現在の道徳教育は機能してい
ない」と言いきる人もいるとの指摘もある。換言す
れば、「先生方は道徳の指導力があまりなく、年間
35時間の道徳の授業をきちんとやっていない」とい
うことだ。「その結果として、いじめは起こり、子ど
もの心は十分育っていない」との見解が見える。道
徳教育の現状をこのように認識し、抜本的な改善
策として、「特別な教科」として位置づけることが
適当であるとしたのだ。

2．�教科にした時の問題点は何か
　制度上から見ると、教科にするには学習指導要
領の改訂の問題がある。さらに学校教育法施行規
則の改正も関わってくる。
　なおかつ、教科書・評価の問題がついてくる。教
科化で検定教科書を使うことに対して、「価値観の
押しつけだ」と反対する人もいる。子どもの価値観
の育成に関わる道徳について、検定教科書の基準
はどうなるのであろうか。今まで、道徳の指導内容
と学級の子どもの実態から、工夫して授業を組み
立ててきた自由度はどうなってしまうのだろうか。
他領域との関連指導で成果を上げてきた実践は、
国のチェックを受けた教科書に左右されかねない。

教科書に沿って「教材を教える」授業をしていれば
いいというのは道徳の授業ではない。検定基準そ
のものに、国の発想や思惑が入り、教科書としての
中立性は保てるのだろうか。
　学習評価に関わっては、5段階の数値によるもの
ではなく、子どもの意欲や可能性を引き出す記述
式にするよう、先の「道徳教育の充実に関する懇談
会」の「今の道徳教育の改善・充実方策について
（報告）」2013（平成25）年12月26日では、求めてい
る5）。これは当然のことだ。人格形成に関わる心の
育成に、数値による評価はなじまない。教科化に伴
う道徳の学習評価は、かなり重要な課題である。
道徳の時間の授業によって、子どもが道徳的価値の
自覚について、どのように変容したのかの記述と、
子ども自身による自己評価を大事にしたい。いずれ
にしても、教科化により学習評価に関わる教員の
負担は、増すことになる。子どもの心の内面の評価
をしなければならないが、難しいため目に見える子
どもの行動を重視することにもなり、教員の前だけ
いい子になる子どもが育たないのか。とにかく価値
観の伴う評価は難しい。

3．�これからの道徳教育　−教師の指導力強化−
　道徳教育の大切さを認識し、実践を進めている
長野県道徳教育学会は、国の教科化の動きの中で、
その変化を見据えて、我々ができることは何かを考
え、「人間としてよりよく生きる力を育む」道徳教育
を研究していくことが焦眉の課題となる。
　道徳教育が、人格を育む学校教育の基盤である
とすれば、「道徳教育の全体計画」や「道徳の時
間の年間計画」を見直し、実効ある計画にしていく
努力が必要となる。また、長野県道徳教育学会の
平成26年度の研究テーマである「道徳的実践力の
育成」に関わって、内面的資質の高まりをどう手助
けしていくのか。道徳教育に関する理解や道徳教
育研究の充実、道徳の時間の指導方法のあり方を
工夫・改善し、今まで本会が研究してきたことに自
信を持って、教師の指導力のアップを図っていきた
い。

表2　道徳教育の充実に関する懇談会報告にみる道徳教育の課題

・歴史的経緯に影響され、道徳教育そのものを忌避しがちな風潮がある。
・道徳教育の目指す理念が共有されていない。
・教員の指導力が十分でなく、道徳の時間に何を学んだかはっきりしない。
・他教科に比べて軽んじられ、他の教科に振り替えられやすい5）。
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　今回の「教科化」をきっかけに、長野県の各校
で道徳教育の重要さを再確認し、「道徳的価値の
自覚」を目的とする指導法の質的充実が求められ
る。これを現場で担う現役教師陣やこれから教職
に就こうと学んでいる学生達の、この分野での実
力養成が大きな課題となってくることは間違いない。

4．�道徳教育の抜本的改善・充実
　道徳科に検定教科書を導入することに向け、具
体的な改善ポイントがいくつかある。内容について、
①いじめの問題への対応の充実や発達の段階を一
層踏まえた体系的なものにすること。②「個性の伸
長」「相互理解、寛容」「公正、公平、社会正義」
「国際理解、国際親善」「よりよく生きる喜び」の
内容項目が、小学校に追加されたこと。③問題解
決的な学習や体験的な学習などを取り入れ、指導
方法の工夫を図ること。④評価は、数値評価では
なく、児童・生徒の道徳性に係る成長の様子を把
握して行うこと8）。
　これらの改善によって、発達の段階に応じて、答
えが一つではない道徳的な課題に対して、一人一人
の児童・生徒が自分自身の問題としてとらえ、向き
合い「考える道徳」「議論する道徳」へとの転換を
図っている8）。日々の着実な実践により、児童・生
徒の道徳性を育成しようというのだ。
　松本大学で「道徳の指導法」を受講している教
職を目指す学生に、小・中学校で受けた道徳の授
業で、心に残っている授業を書いてもらったところ、
40名中4分の3の学生は、心に残っている授業はな
かったという。4分の1の学生は記入し、印象に残っ
ている題材は、「いじめ」に関わる内容が多かった。
いかに自分と関わって真剣に考えたかが想像でき
る。しかし、9年間も道徳の学習をしてきたのに、多
くの学生が心に残っていなかったということに愕然
とした。
　この道徳の教科化の今、「道徳教育とは何か」も
う一度、真剣に考えてみなければならない。教育基
本法には、教育の目的を「人格の完成を目指す」と
ある。人格の基盤になるものに道徳性がある。道
徳教育は、その道徳性を育てることを目的とする。
つまり、自己を見つめ、人間としての生き方を考える
ことである。自己を見返し、自己との対話を通して、
人間としてのあるべき自分の生き方を考えることで
ある。道徳的価値をフィルターにして自己を見つめ、
これからの自分自身を育てようとする意欲や態度を
持つことだと考える。これは今までも、今後も変わ

らないことだろう。

Ⅴ．�おわりに　−待ち遠しい道徳の授
業に−

　「特別な教科　道徳」となっても、「道徳の時
間」の本質部分は変わったわけではない。道徳教
育の目的を踏まえた効果的な指導を、一層確実に
展開していきたい。今までのように、登場人物の心
情理解中心になりがちだった指導ではなく、児童・
生徒が、また教師が、「心待ちにする道徳の授業」
ができれば、道徳の授業が本来の目的に沿った真
に生きたものになる。そのためには、どうすればい
いのだろうか？

1．�考える授業、議論する授業への転換　−他
者との関わりの中で−

　今回の道徳教育の改善のキーワード「考える授
業」「議論する授業」を基本とすれば、道徳の授業
の実施に関わって、我々の意識改革が必要になって
くる。目の前の担任している児童・生徒の未来を考え、
自分自身の人生を切り開いていく「生きる力」につな
がる力を育てていかなければいけない。また、「自立
した一人の人間として、他者とともによりよく生きる人
格を形成することを目指す」（道徳教育の充実に関
する懇談会 平成25年12月10日）にあるように、自分
のことだけでなく、他者との関わりの中で考える視点
も必要になってくる。そのためにまず「問題解決的な
学習」を考えることも必要である。学習課題に対して
相手の立場に立って、自分との関わりの中で考える
ために、ロールプレイングや他領域の体験的な活動
を生かすのも有効的だ。その学習過程で人間として
どう生きるかを「考える」ことにつながる。このような
PBL型のアクティブラーニングを取り入れた教育手
法の開発も有効な充実策になるだろうと考えられる。
そのためにも、これから教師を目指す学生達も、大
学生時代にこうした手法で学び、技能を磨く必要が
あると思われる。

2．�求められる道徳教育に携わる先生方の努力
　道徳教育が、大きな変換点を迎えている今、個
人だけでなく、長野県の各郡市の同好会や委員会
で、自校の「道徳教育の全体計画」や「道徳科の
年間計画」「各教科・他領域との連携指導」「道徳
科の評価のあり方」の見直し・検討が急務となる。
道徳教育学会をはじめ、道徳教育を何とかしたい
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と思う先生方で知恵を出し合って議論し、どう指
導することが、「人間としてよりよく生きる力を育
む」道徳教育につながるのか、研究課題は多い。道
徳の授業と関連する「特別活動」「総合的な学習
の時間」「各教科」など、獲得した道徳的価値と実
践や具体的行為とのつながり、また、地域や保護者
を巻き込んだ道徳教育の推進も大きな課題である。
地域や保護者を巻き込むという視点では、県教育
委員会が主導する信州型コミュニティスクールの活
性化という課題とも結びついており、道徳の分野に
おいても、こうした方向を加速していければと考え
ている。
　他領域との関連指導で、計画的に継続的に力を
つけていくのは大事であるが、そのために本来の
「授業のねらい」が曖昧になってはいけない。押さ
えるべき「道徳的価値」と、「主眼を明確にした実
践」を持ち寄りたい。その実践をもとにした長野県
道徳教育学会の各支部の研究会の開催が、一人一
人の先生方の力を高めることになる。長野県道徳
教育学会の研究会や実践研究授業をはじめ様 な々
活動を通して、道徳教育に関する理解や道徳教育
研究の充実、道徳科の指導方法の工夫、実践、研
究が盛んになり、子ども達の成長に寄与できればと
考える。
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